
 

   

 

 

３ 未充足求人の状況 

（１）未充足求人の状況 

令和４年６月末日現在の未充足求人数は1,330.2千人と前年同期より400.9千人増加し、欠員率は

2.6％となっている。 

また、未充足求人数のうちパートタイム労働者は468.5千人で、欠員率は3.3％となっている。（図

４、表６） 

   

 

 図４ 欠員率の推移（各年６月末日現在） 
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（２）産業別未充足求人の状況 

令和４年６月末日現在の未充足求人数を産業別にみると、「卸売業，小売業」が242.0千人で最も

多く、次いで「医療，福祉」が228.2千人となっている。 

前年同期と比べ増加幅が大きいのは、「医療，福祉」の107.1千人増、次いで「サービス業（他に

分類されないもの）」の 77.5 千人増となっている。減少幅が大きいのは「金融業，保険業」の 5.6

千人減、次いで「生活関連サービス業，娯楽業」の4.3千人減となっている。 

欠員率では、「運輸業，郵便業」と「宿泊業，飲食サービス業」がそれぞれ 3.8％で最も高く、次

いで「建設業」が3.6％となっている。（表６） 

 

 

 

表６ 産業別未充足求人の状況（各年６月末日現在） 

 

 

 

 

 

  

計
鉱業，
採石業，

砂利採取業
建設業 製造業

電気・ガス・
熱供給・
水道業

情報
通信業

運輸業，
郵便業

卸売業，
小売業

金融業，
保険業

不動産業,
物品
賃貸業

学術研究,
専門・技術
サービス業

宿泊業，
飲食

サービス業

生活関連
サービス業,
娯楽業

教育，
学習
支援業

医療，
福祉

複合
サービス
事業

サービス業
(他に分類
されない
もの)

未充足求人数

令和４年上半期
（2022）

1,330.2 0.3 97.9 142.1 1.7 28.4 114.5 242.0 5.6 22.5 35.8 194.3 40.9 19.7 228.2 4.5 151.7

令和３年上半期
（2021）

929.3 0.2 94.2 99.0 0.4 22.5 55.6 195.7 11.2 8.4 30.7 152.3 45.2 14.6 121.1 3.6 74.2

前年同期差 400.9 0.1 3.7 43.1 1.3 5.9 58.9 46.3 -5.6 14.1 5.1 42.0 -4.3 5.1 107.1 0.9 77.5

令和４年上半期
（2022）

468.5 0.1 0.7 33.8 0.1 0.5 15.2 109.9 0.2 9.2 3.8 150.8 18.5 10.7 72.9 1.4 40.8

令和３年上半期
（2021）

334.3 - 0.5 18.6 0.0 0.5 5.7 115.3 1.8 1.4 2.3 96.9 23.5 8.8 41.8 0.8 16.4

前年同期差 134.2 0.1 0.2 15.2 0.1 0.0 9.5 -5.4 -1.6 7.8 1.5 53.9 -5.0 1.9 31.1 0.6 24.4

欠員率

令和４年上半期
（2022）

2.6 2.6 3.6 1.8 0.7 1.8 3.8 2.5 0.4 2.6 2.3 3.8 2.5 0.6 2.9 1.1 3.5

令和３年上半期
（2021）

1.8 1.5 3.3 1.2 0.2 1.4 1.8 2.0 0.8 1.0 2.0 3.2 2.7 0.4 1.5 0.8 1.7

前年同期差 0.8 1.1 0.3 0.6 0.5 0.4 2.0 0.5 -0.4 1.6 0.3 0.6 -0.2 0.2 1.4 0.3 1.8

令和４年上半期
（2022）

3.3 14.6 0.4 3.4 0.7 0.8 2.9 3.1 0.2 5.0 2.7 4.9 2.7 1.0 3.2 2.2 4.0

令和３年上半期
（2021）

2.3 - 0.5 1.8 0.1 0.8 1.2 3.1 1.3 1.1 1.5 3.1 3.3 0.7 1.8 1.0 1.6

前年同期差 1.0 14.6 -0.1 1.6 0.6 0.0 1.7 0.0 -1.1 3.9 1.2 1.8 -0.6 0.3 1.4 1.2 2.4

(千人)

(千人)

(千人)

うちパートタイム労働者

区　　分

(千人)

(％)

(％)

(ﾎﾟｲﾝﾄ)

(千人)

(千人)

(％)

(％)

(ﾎﾟｲﾝﾄ)

うちパートタイム労働者



 

   

 

 

（３）職業別未充足求人の状況 

令和４年６月末日現在の未充足求人数を職業別にみると、「専門的・技術的職業従事者」が 324.2

千人で最も多く、次いで「サービス職業従事者」が276.3千人となっている。 

欠員率をみると、「輸送・機械運転従事者」5.4％が最も高く、次いで「建設・採掘従事者」4.9％

となっている。（表７） 

 

 

 

表７ 職業別未充足求人の状況（各年６月末日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計1) 管理的職業
従事者

専門的・
技術的職業
従事者

事務従事者 販売従事者
サービス職業

従事者
保安職業
従事者

生産工程
従事者

輸送・
機械運転
従事者

建設・採掘
従事者

運搬・清掃
・包装等
従事者

未充足求人数

(千人) 1,330.2 27.6 324.2 115.3 225.1 276.3 15.4 141.9 92.5 38.3 70.8

(千人) 929.3 21.3 179.0 73.4 161.9 249.7 8.0 99.9 42.7 45.2 47.5

(千人) 400.9 6.3 145.2 41.9 63.2 26.6 7.4 42.0 49.8 -6.9 23.3

(千人) 468.5 1.5 56.5 31.3 117.8 170.3 2.0 38.7 5.2 0.3 44.6

(千人) 334.3 0.3 17.2 14.3 113.7 134.6 1.8 25.4 1.4 - 25.4

(千人) 134.2 1.2 39.3 17.0 4.1 35.7 0.2 13.3 3.8 0.3 19.2

欠員率

(％) 2.6 0.5 2.6 1.2 3.8 3.6 3.6 2.6 5.4 4.9 3.3

(％) 1.8 0.4 1.4 0.7 2.6 3.1 1.7 1.8 3.0 4.6 2.2

(ﾎﾟｲﾝﾄ) 0.8 0.1 1.2 0.5 1.2 0.5 1.9 0.8 2.4 0.3 1.1

(％) 3.3 2.8 2.5 1.7 4.4 3.7 2.1 3.4 2.6 1.0 4.1

(％) 2.3 0.2 0.9 0.7 3.7 2.9 1.8 2.3 0.7 - 2.3

(ﾎﾟｲﾝﾄ) 1.0 2.6 1.6 1.0 0.7 0.8 0.3 1.1 1.9 1.0 1.8

注：1) 「その他の職業従事者」を含む。　

令和４年上半期
（2022）

令和４年上半期
（2022）

令和３年上半期
（2021）

前年同期差

令和３年上半期
（2021）

前年同期差

令和４年上半期
（2022）

令和３年上半期
（2021）

前年同期差

うちパートタイム労働者

区　　分

令和４年上半期
（2022）

令和３年上半期
（2021）

前年同期差

うちパートタイム労働者


